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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

46.5%

▲25＞DI

36 15 41.7%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

71

43

柏の景気情報 （平成２９年５月分 ）

建　　　設 18
18
20

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２９年５月２４日　～　平成２９年５月２９日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内156事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
40.9%
54.5%

回答数
45.5%

１



全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
１２月 ▲ 18.6 ▲ 16.6 ▲ 16.6 ▲ 33.3 ±0.0

１月 ▲ 24.3 ▲ 23.8 ▲ 11.1 ▲ 44.0 ▲ 7.1
２月 ▲ 22.2 ▲ 20.0 △ 5.8 ▲ 45.4 ▲ 23.0
３月 ▲ 13.3 ▲ 10.0 △ 5.8 ▲ 50.0 △ 12.5
４月 ▲ 20.5 ▲ 17.6 ▲ 11.1 ▲ 41.6 ±0.0
５月 ▲ 23.9 ▲ 27.7 ▲ 22.2 ▲ 35.0 ▲ 6.6

見通し ▲ 11.2 ▲ 5.5 △ 5.5 ▲ 35.0 ▲ 6.6

【製造業】からは、「各種イベントの形が少しずつ変化しており、縛りが多く全体的に縮小しているような気がする。それは業界にとって
よくない傾向。」（印刷業）、「材料会社の設備投資失敗や火災によりＳＵＳ材料の品薄状態により、納期確保と価格上昇が懸念され
る。」（その他の機械・同部品製造業）、「売上高は昨年同月比で増加したが、昨年末～本年初の設備投資による減価償却費の増加
等の影響もあり経常利益ベースで前年並みとなった。」（酒類製造業）、「ノー残業が良いとの風評はあるが、小企業の従業員には所
得のマイナスが大きく影響している。」（その他の金属製品製造業）、「今期初めから減損モードで始まっている。売上の山の高さが低
く、採算割れが続いているため、後半一層の努力が必要である。」（印刷業）などのコメントが寄せられた。

【平成２９年５月の調査結果のポイント】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２３．９(前月水準▲２０．５）となり、マイナス
幅が３．４ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲３５．０(同▲４１．６)である。マ
イナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲２２．２(同▲１１．１)、建設業▲２７．７(同▲１７．
６)、サービス業▲６．６(同±０．０)である。

○

≪業況ＤＩは２ヶ月連続で悪化。先行きは懸念材料多く、足踏み状態が続く≫

【建設業】からは、「インスペクションへの対応準備が、今後の受注の鍵になるのでは。」（一般土木建築工事業）、「売上と仕入が同額
という経営危機のため財務体質強化が重要課題。」（内装工事業）、「オリンピック景気はどうなったのでしょう？」、「消費税の増税が
先送りになり、その好影響は？」、「借金してでも公共事業費を増やし、色々な補助金を付けたのに？それ以外の理由で住宅業者の
選別が始まる中、売上増加･業況好転となりたいものです。」（一般土木建築工事業）などのコメントが寄せられた。

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種より、「人件費の高騰・人手不足のため、多少の賃上げでは集まらない。」（その他の各種商品小売業）、「いまだに人手不足
は深刻である。」（各種食料品小売業）、「採用計画」（織物業）などのコメントが寄せられた。

【卸小売業】からは、「ＳＣ等で低価格化が進んでいて足を引っ張られている感じ。高額品苦戦。」（婦人・子供服小売業）、「昨年は多く
の食品スーパーが出店したため、だいぶ売上を取られたが、その反動なのかこの２ヶ月は上向いてきている。」（各種食料品小売
業）、「母の日の売上は好調」（菓子・パン小売業）などのコメントが寄せられた。

.

◎人手不足（人件費高騰）

.

【サービス業】からは、「天候不順で衣替えも一斉に始まらず、夏物学生･子供衣料もまちまちのため、日々の売上の変動が激しい。
急いで夏物を準備したが現在のところ反応がない。最近、お客様からネット通販や１００円ショップの利用の話が多くなり、客足が減少
しているようだ。仕入決算は月末〆の翌２５日払いと、給料が２０日〆の３０日振込に対し、大口の請求決済が月末〆の翌月末の振
込のため資金繰りが厳しいため、給料支給日の変更を検討中」（その他の飲食料品小売業）、「大手宅配会社の値上げが運送業界
の体質改善に波及するのか見極めたい。」（一般貨物自動車運送業）、「国土交通省の貸切バスの新たな運賃料金制度（時間・距離
併用制）導入により、貸切バス運賃が上昇し３年が経つ。今迄よりも近くしたり、貸し切りバスを利用しないでも行ける場所に変えたり
する企業・学校が少しずつ増えている。」（旅行業）、「季節的変動はあるが、事業用住居用共に朋に賃貸需要は安定。」（不動産賃
貸・管理業）、「ＴＸ沿線の宅地開発に伴う人口増加で保育園や学校が足らない。このエリアは子供達が多く働き盛りの家庭の比率が
大きくなっている」（不動産賃貸業）、「物件の買取依頼・売却依頼が増えている。駅に近い、交通の便利な所、環境の良い物件は人

各業種より、「大口取引先の突然の支払い条件変更により売上激減。」（内装工事業）、「受注減少で残業０日が続いている。」（その
他の金属製品製造業）、「４月は多少売上増になったが、ゴールデンウィーク後はまた元にもどり繊維不況に後戻り。」（婦人・子供服
小売業）、「下請けから発注欲しいと要請あるが、自社も柱となる発注が見出せず苦慮している。」（ソフトウェア業）などのコメントが寄
せられた。

◎売上減少
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平成28年 平成29年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 18.6 ▲ 24.3 ▲ 22.2 ▲ 13.3 ▲ 20.5 ▲ 23.9 ▲ 11.2 ( ▲ 16.4 )

建　　　 設 ▲ 16.6 ▲ 23.8 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ▲ 17.6 ▲ 27.7 ▲ 5.5 ( ▲ 11.7 )

製　　　 造 ▲ 16.6 ▲ 11.1 △ 5.8 △ 5.8 ▲ 11.1 ▲ 22.2 △ 5.5 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 33.3 ▲ 44.0 ▲ 45.4 ▲ 50.0 ▲ 41.6 ▲ 35.0 ▲ 35.0 ( ▲ 37.5 )

サ ー ビ ス ±0.0 ▲ 7.1 ▲ 23.0 △ 12.5 ±0.0 ▲ 6.6 ▲ 6.6 ( ▲ 7.1 )

【平成２８年５月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１１．２（前月水準▲１６．４）
となり、マイナス幅が５．２ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、製造業△５．５(同±０．０)で
ある。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業▲５．５(同▲１１．７)、卸小
売業▲３５．０(同▲３７．５)、サービス業▲６．６(同▲７．１)である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲３５．０(同▲４１．６)で
ある。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲２２．２(同▲１１．１)、建設業▲２
７．７(同▲１７．６)、サービス業▲６．６(同±０．０)である。

○

○

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２３．９(前月水準▲２０．５）となり、
マイナス幅が３．４ポイント拡大した。

平成２９年５月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２９年５月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年５月の業況

５月
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,○

平成28年 平成29年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 8.0 ▲ 10.2 ▲ 11.1 △ 2.6 ▲ 2.7 ▲ 8.4 ▲ 4.2 ( ▲ 1.3 )

建　　　 設 ▲ 11.1 △ 4.7 ▲ 20.0 ±0.0 ▲ 23.5 ▲ 33.3 ±0.0 ( △ 5.8 )

製　　　 造 ▲ 5.5 △ 11.1 △ 23.5 △ 5.8 △ 11.1 ▲ 11.1 ±0.0 ( △ 5.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 12.5 ▲ 36.0 ▲ 31.8 ▲ 31.8 ▲ 25.0 ▲ 20.0 ▲ 40.0 ( ▲ 29.1 )

サ ー ビ ス ±0.0 ▲ 14.2 ▲ 7.6 △ 50.0 △ 42.8 △ 40.0 △ 33.3 ( △ 28.5 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲２０．０(同▲２５．０)で
ある。プラス幅が縮小した業種は、サービス業△４０．０(同△４２．８)である。プラスからマイナスに
転じた業種は、製造業▲１１．１(同△１１．１)である。マイナス幅が拡大した業種は、建設業▲３３．３
(同▲２３．５)である。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４．２（前月水準▲１．３）と
なり、マイナス幅が２．９ポイント拡大する見通しである。

○

【平成２９年５月の売上についての状況】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲８．４（同▲２．７）となり、マイナス幅
が５．７ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業△３３．３(同△２
８．５)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業±０．０(同△５．８)、製
造業±０．０(同△５．５)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲４０．０(同▲２
９．１)である。

　　平成２９年５月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0 △ 50.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年５月の売上

５月

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

△ 60.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２９年５月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成28年 平成29年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 18.6 ▲ 16.6 ▲ 16.6 ▲ 14.6 ▲ 9.5 ▲ 18.3 ▲ 14.0 ( ▲ 12.3 )

建　　　 設 ▲ 22.2 ▲ 14.2 ▲ 15.0 ▲ 20.0 ▲ 29.4 ▲ 38.8 ▲ 11.1 ( ▲ 5.8 )

製　　　 造 ▲ 11.1 △ 16.6 △ 23.5 ±0.0 △ 16.6 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 29.1 ▲ 44.0 ▲ 54.5 ▲ 54.5 ▲ 37.5 ▲ 25.0 ▲ 40.0 ( ▲ 33.3 )

サ ー ビ ス ▲ 6.6 ▲ 14.2 ▲ 7.6 △ 31.2 △ 28.5 △ 6.6 △ 13.3 ( ±0.0 )

先行き見通し

　　平成２９年５月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○ ５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１８．３（前月水準▲９．３）となり、マ
イナス幅が８．８ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲２５．０(同▲３７．５)で
ある。プラス幅が縮小した業種は、サービス業△６．６(同△２８．５)である。プラスからマイナスに転
じた業種は、製造業▲１１．１(同△１６．６)である。マイナス幅が拡大した業種は、建設業▲３８．８
(同▲２９．４)である。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．０（前月水準▲１２．３）
であり、マイナス幅が１．７ポイント拡大する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業△１３．３(同±
０．０)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲１１．１(同±０．
０)、卸小売業▲４０．０(同▲３３．３)、建設業▲１１．１(同▲５．８)である。

【平成２９年５月の採算についての状況】

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年５月の採算

５月

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２９年５月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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○

平成28年 平成29年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 32.0 ▲ 25.6 ▲ 29.1 ▲ 33.3 ▲ 24.6 ▲ 23.9 ▲ 18.3 ( ▲ 19.1 )

建　　　 設 ▲ 27.7 ▲ 19.0 ▲ 20.0 ▲ 25.0 ▲ 29.4 ▲ 16.6 ▲ 5.5 ( ▲ 17.6 )

製　　　 造 ▲ 22.2 ▲ 27.7 ▲ 29.4 ▲ 23.5 ▲ 27.7 ▲ 27.7 ▲ 27.7 ( ▲ 22.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 33.3 ▲ 32.0 ▲ 31.8 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ▲ 35.0 ▲ 25.0 ( ▲ 20.8 )

サ ー ビ ス ▲ 46.6 ▲ 21.4 ▲ 38.4 ▲ 31.2 ▲ 14.2 ▲ 13.3 ▲ 13.3 ( ▲ 14.2 )

先行き見通し

【平成２９年５月の仕入単価についての状況】

○ ５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２３．９（前月水準▲２４．６）となり、
マイナス幅が０．７ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲１６．６
(同▲２９．４)、サービス業▲１３．３(同▲１４．２)である。変らない業種は、卸小売業▲２７．７(同▲２
７．７)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲３５．０(同▲２５．０)である。

　　平成２９年５月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１８．３（前月水準▲１９．１）
となり、マイナス幅が０．８ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業
▲５．５(同▲１７．６)、サービス業▲１３．３(同▲１４．２)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種
は、幅の大きい順に、製造業▲２７．７(同▲２２．２)、卸小売業▲２５．０(同▲２０．８)である。

▲ 55.0

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２９年５月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年５月の仕入単価

５月

6



○

平成28年 平成29年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 △ 20.0 △ 21.7 △ 19.4 △ 21.3 △ 19.1 △ 15.4 △ 19.7 ( △ 20.5 )

建　　　 設 △ 16.6 △ 28.5 △ 15.0 △ 10.0 △ 17.6 △ 16.6 △ 11.1 ( △ 11.7 )

製　　　 造 ±0.0 △ 5.5 △ 11.7 △ 5.8 △ 5.5 △ 5.5 △ 22.2 ( △ 16.6 )

卸 ・ 小売 △ 37.5 △ 20.0 △ 22.7 △ 27.2 △ 20.8 △ 15.0 △ 25.0 ( △ 20.8 )

サ ー ビ ス △ 20.0 △ 35.7 △ 30.7 △ 43.7 △ 35.7 △ 26.6 △ 20.0 ( △ 35.7 )

業種別では、前月水準と比べて、変らない業種は、製造業△５．５(同△５．５)である。プラス幅が縮
小した業種は、幅の大きい順に、サービス業△２６．６(同△３５．７)、卸小売業△１５．０(同△２０．
８)、建設業△１６．６(同△１７．６)である。

【平成２９年５月の従業員についての状況】

○

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、△１９．７（前月水準△２０．５）
であり、プラス幅が０．８ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業△
２２．２(同△１６．６)、卸小売業△２５．０(同△２０．８)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、
幅の大きい順に、サービス業△２０．０(同△３５．７)、建設業△１１．１(同△１１．７)である。

　　平成２９年５月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１５．４（前月水準△１９．１）となり、
プラス幅が３．７ポイント縮小した。

▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年５月の従業員

５月

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２９年５月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成28年 平成29年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 6.6 ▲ 7.6 ▲ 4.1 ▲ 2.6 ▲ 1.3 ▲ 7.0 ▲ 2.8 ( ▲ 4.1 )

建　　　 設 △ 5.5 △ 4.7 ▲ 5.0 △ 5.0 ±0.0 ▲ 11.1 ±0.0 ( △ 5.8 )

製　　　 造 ▲ 16.6 ▲ 16.6 △ 5.8 ±0.0 △ 11.1 ±0.0 △ 11.1 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 16.6 ▲ 20.0 ▲ 13.6 ▲ 27.2 ▲ 16.6 ▲ 10.0 ▲ 20.0 ( ▲ 20.8 )

サ ー ビ ス △ 6.6 △ 7.1 ±0.0 △ 18.7 △ 7.1 ▲ 6.6 ±0.0 ( △ 7.1 )
　

先行き見通し

平成２９年５月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２９年５月の資金繰りについての状況】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲７．０（前月水準▲１．３）となり、マイ
ナス幅が５．７ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲１０．０(同▲１６．６)で
ある。プラス幅が縮小した業種は、製造業±０．０(同△１１．１)である。プラスからマイナスに転じた
業種は、サービス業▲６．６(同△７．１)である。マイナス幅が拡大した業種は、建設業▲１１．１(同±
０．０)である。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２．８（前月水準▲４．１）と
なり、マイナス幅が１．３ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、製造業△１１．１(同±０．０)
である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲２０．０(同▲２０．８)である。プラス幅が
縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業±０．０(同△７．１)、建設業±０．０(同△５．
８)である。

○

○

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

ＤＩ値

月別

平成２９年５月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年５月の資金繰り

５月
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 8.4 ▲ 4.2 ▲ 18.3 ▲ 14.0 ▲ 23.9 ▲ 18.3 △ 15.4 △ 19.7
建　　　設 ▲ 33.3 ±0.0 ▲ 38.8 ▲ 11.1 ▲ 16.6 ▲ 5.5 △ 16.6 △ 11.1
製　　　造 ▲ 11.1 ±0.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 27.7 ▲ 27.7 △ 5.5 △ 22.2
卸 ・小売 ▲ 20.0 ▲ 40.0 ▲ 25.0 ▲ 40.0 ▲ 35.0 ▲ 25.0 △ 15.0 △ 25.0
サービス △ 40.0 △ 33.3 △ 6.6 △ 13.3 ▲ 13.3 ▲ 13.3 △ 26.6 △ 20.0

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 23.9 ▲ 11.2 ▲ 7.0 ▲ 2.8
建　　　設 ▲ 27.7 ▲ 5.5 ▲ 11.1 ±0.0
製　　　造 ▲ 22.2 △ 5.5 ±0.0 △ 11.1
卸 ・小売 ▲ 35.0 ▲ 35.0 ▲ 10.0 ▲ 20.0
サービス ▲ 6.6 ▲ 6.6 ▲ 6.6 ±0.0

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２９年５月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

インスペクションへの対応の準備が今後の受注の鍵になるのでは。
インスペクション対応 一般土木建築工事業

大口取引先の突然の支払い条件の変更により売上が激減。売上と仕入が同額とい
う経営上の危機。財務体質強化が重要課題。 売上減少

財務強化
内装工事業

①オリンピックの景気もどこへやら、柏市はどうだったんでしょう?②消費税率の上が
りが先送りになり、その好影響は?③借金してでも公共事業費を増し、色々な補助金
を付けたのに？　それ以外の理由で住宅業者の選別が始まりつつある中で、この柏
の平均的状況では駄目で1.1.2.1.1.1.となりたいものです。

消費税増税延期
公共工事

一般土木建築工事業

採用計画
採用計画 織物業

日本国内において、考えられない事件が多い中、各種イベントの形が少しずつ変化し
てきていて、縛りが多くなり全体的に縮小しているような気がします。それは印刷業界
にとってはよくない傾向なのです。

イベント減少 印刷業

材料会社の設備投資失敗や火災によりSUS材料の品薄状態により、納期確保と価
格上昇が懸念される。 仕入悪化 その他の機械・同部品製造業

売上高は昨年同月比で増加したが昨年末～本年初の設備投資による減価償却費の
増加等の影響もあり経常利益ベースで前年並みとなった。 売上増加

設備投資増加
酒類製造業

受注の減少で残業0日の日が続いています。残業0が良いとの風評がありますが、小
企業の従業員には所得の（-）マイナスが大きく影響してきています。

受注減少
残業なし
従業員給与減少

その他の金属製品製造業

今期初めから減損モードで始まっている。売上の山の高さが低く、採算割れが続いて
いる。後半一層の努力が必要である。 減損影響 印刷業

４月は多少売上高アップしたがゴールデンンウィーク後はまた元にもどり繊維不況に
後戻り。SC等で低価格化が進んでいて足を引っ張られている感じ。高額品苦戦。

売上減少
繊維不況
SC影響
高額商品苦戦

婦人・子供服小売業

人件費の高騰、人出不足、多少の賃上げでは集まらない 人件費高騰
人手不足

その他の各種商品小売業

昨年は多くの食品スーパーがこの地域に出店してきたためにだいぶ売上を取られた
ので、その反動なのかこの2ヶ月は上向いてきている。しかし、いまだに人手不足は
深刻である。

売上増加
人手不足

各種食料品小売業

母の日の売上は好調でした
母の日好調 菓子・パン小売業

春だか夏だか分からない天候で衣替えも一斉に始まらず（夏物学生、子供衣料）まち
まちのため、日々の売上の変動が激しい。急いで夏物を準備したが現在のところ反
応がない。最近、お客様からネット通販や100円ショップの利用の話が多くなり、客足
が減少しているようだ。特に午前中（パートで働く主婦が増加しているのか）仕入決算
は月末〆の翌25日払いと、給料が20日〆の30日振込に対し、大口の請求決済が月
末〆の翌月末の振込のため資金繰りが少し厳しい理由（給料〆を20日〆の翌5日支
給か、30日〆の15日支給に検討中）

天候の影響
衣替え不振
客数減少
資金繰り厳しい

その他の飲食料品小売業

大手宅配会社の値上げが運送業界の体質改善に波及するのか見極めて行きたい。 大手宅配会社値上げ
業界の体質改善

一般貨物自動車運送業

国土交通省の貸切バスの新たな運賃料金制度（時間・距離併用制）導入により、貸
切バス運賃が上昇し３年が経つ。今迄よりも近くしたり、貸し切りバスを利用しないで
も行ける場所に変えたりする企業・学校が少しずつ増えている。 貸切バスの利用減少 旅行業

物件の買取依頼、売却依頼が増えています。駅に近い、交通の便利な所、環境の良
い物件は任期があります。また逆にバス便等の物件はなかなか売却迄に時間が掛
かっています。 不動産好調 不動産管理業

季節的変動はありますが、事業用住居用朋に賃貸需要は安定。TX沿線の宅地開発
に伴う人口増加で保育園や学校が足らないと耳にします。見た目もこのエリアは子供
達が多く働き盛りの家庭の比率が大きくなっているようです。

不動産安定
TX沿線開発
人口増加
公共施設不足

不動産賃貸・管理業

まったり、べったりと蕩ける季節季節となりましたが、なんと緊張感のない状況で先が
不安。地方の下請けからは発注欲しいと要請、此方もこんなもんなのに。柱となる発
注が見出せず、苦慮してます。

先行き不安
発注減少

ソフトウェア業

建設

製造業

卸小売

サービス業
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平成２９年５月ＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２３．９に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲１６．
２で柏の方がマイナス幅が７．７ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、卸小売業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建
設業・製造業・サービス業であり、建設業・製造業では１０ポイント以上悪
い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲８．４に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲１１．２
で柏の方がマイナス幅が２．８ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、卸小売業・サービス業であり、それぞれ１０ポイント以上
良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・製造業であり、建設業では
１０ポイント以上悪い。

【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△１５．４に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△２０．
３で柏の方がプラス幅が４．９ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建
設業・製造業・卸小売業である。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲７．０に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲８．４で
柏の方がマイナス幅が１．４ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の方
が良い業種は、製造業・卸小売業・サービス業であり、卸小売業では１０ポ
イント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業である。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１８．３に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１２．
８で柏の方がマイナス幅が５．５ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、卸小売業・サービス業であり、サービス業では１０ポイ
ント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・製造業であり、建
設業では１０ポイント以上悪い。

【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２３．９に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲２９．
６で柏の方がマイナス幅が５．７ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業・製造業・サービス業であり、建設業・サービス
業では１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業で
ある。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 23.9 ▲ 27.7 ▲ 22.2 ▲ 35.0 ▲ 6.6

▲ 16.2 ▲ 15.8 ▲ 12.2 ▲ 36.5 ▲ 5.4

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 8.4 ▲ 33.3 ▲ 11.1 ▲ 20.0  40.0

▲ 11.2 ▲ 13.7 ▲ 4.3 ▲ 30.7 ▲ 3.4

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 18.3 ▲ 38.8 ▲ 11.1 ▲ 25.0  6.6

▲ 12.8 ▲ 10.3 ▲ 5.8 ▲ 29.6 ▲ 10.0

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 23.9 ▲ 16.6 ▲ 27.7 ▲ 35.0 ▲ 13.3

▲ 29.6 ▲ 34.6 ▲ 29.9 ▲ 28.4 ▲ 29.4

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 15.4  16.6  5.5  15.0  26.6

20.3 23.5 11.4 24.1 25.7

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 7.0 ▲ 11.1 ±0.0 ▲ 10.0 ▲ 6.6

▲ 8.4 ▲ 3.7 ▲ 5.6 ▲ 21.0 ▲ 6.7

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

平成２９年５月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO






